
はじめに 

 

・2019 年 12 月から始まったコロナから、リモート会議が主流となり、リモートに慣れてない中で

の会議は、充分な議論ができない、微妙なニュアンスが伝わらないなど、徐々に広がるコミュニケー

ション不足や隙間風に戸惑いながら、砂をかむような思いでいました。 

 

・また労協法の成立に向けた運動が加速する中で、千葉では、多くの自主事業所ではメンバーの高

齢化や経営難を抱え、手が足りない。会議に人を出せないという声が強くなり、理事の負担を軽減

する。理事の人数を減らす。理事会を縮小する。ということも検討項目となりました。 

 

・そうしたことの解決策として、2020 年に、事務局体制を拡充し連合会の中間支援機能を高めてい

くということを方針に掲げて、理事会事務局・設立支援部・広報ＰＪ・30周年記念行事ＰＪの会議

運営、会計業務、渉外業務、組織運営事務局をCOSに委託しました。 

 

・従来の会計業務や総務の仕事や複数の専門部や広報の事務局だけでなく、虹の街との 2者協議や、

グループの会議に事務局が同席し、会議資料の作成や企画提案もお願いするようになりました。そ

の成果の一つが、2023 年 2024 年と 2 年にわたり、虹の街との間で協議された中間支援 PJ の答申

で、昨年の虹の街の総代会議案書の中での「ワーコレをまん中においた」という文言の記載に繋が

っています。 

 

・こうして進めてきた事務局体制の充実ですが、2023 年 12 月に起きた風車（下村 さん）の一件は、

自分の力不足を痛感しつつ、同時に、事務局体制の充実だけでは連合会の根本的な問題の解決には

足りないということを突き付けたものでした。 

 

・村 さんの一件での教訓から、2024 年に組織のあり方検討PJ を設置して、労働と経営と出資。３

身一体の協同労働組織の理事会として、みんなで責任を持ち、風通しが良く、変わり合える組織にす

るための話し合いを進めてきた。2024 年は、役員改選期でもあったので、私下熊澤）は、理事長を

次世代に引き継ぐことを前提にPJ での話し合いを進めました。 

そして、2026 年からは全員参加での理事会を運営することでもう一度、千葉のワーコレの連帯感・

一体感を再構築すること願いました。 

 



・でも、理事長を交代することはできませんでした。 

各事業所の全員参加で理事を選出して・・・とした意図には、情報の共有を徹底し、かつ理事から各

事業所への報告・発信がなされることで、・・・連合会を他人事にしない（・・・という空気が形成さ

れることへの願いも込めたのですが、そこが達成できたのか、まだ見えてきません。 

 

まだまだ、道半ばということだと思います。 

 

2024 年には、ハラスメント研修を実施しました。 

2025 年には、W.Co の価値と原則を学び直しました。また第 6 次中期計画の策定作業の中で、ロジ

ックツリーの作成という手法の中で、ワーコレが目指しているもの、ビジョンとミッションそして

行動指針、ということも文字にしてみんなで積み上げました。 

そうした作業を通じて、もう一度、私たちは何者で、何のために、何をしようとしているのか、確認

し合いましたが、2026 年は 2 年に 1度の改選期また巡ってきます。今度こそ新しい理事長に引き継

げるよう千葉連合会の組織をどう改善していけばいいのか。議論を進めていきます。 

協同労働という働き方が組合員にも地域にも共感をもって受け入れられ必要とされて、千葉のワー

コレがいきいきと活躍できるように、次世代に未来を託したいと思います。よろしくお願いいたしま

す。 

 

 



第１号議案 

第１号‐1 

 

第１号議案 ２０２５年度振り返り 

 

Ⅰ．目指したい方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．事業計画 

 

１） 社会ニーズをとらえ、地域に必要な事業を興し、協同組合の街づくりに繋げます。 

地域に主体的な働く場を創出し、共生型社会・地域参画社会に寄与し、社会連帯経済のモデル事業にし

ます。既存事業所の事業拡大による社会ニーズに対応する新たな複合的サービスの創設を以下の方針案・

具体策に沿って進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 設立運動推進部門と運動推進部門に分かれて活動しました。 

第５次中計（2023 年度～2025 年度の 3 年間）の３年目、下記の項目で取り組みます。 

１）社会ニーズをとらえ、地域に必要な事業を興し、協同組合の街づくりに繋げます。 

２）内実を高め持続可能な経済的事業力と組織力の強化を図り W.Co の社会化を推進します。 

３）広報政策を戦略的に展開し、W.Co の社会化を後押しします。 

４）生活クラブ千葉グループおよび WNJ・協同組合陣営との連帯を積極的に進めます。 

５）提案力を高めて行政や地縁組織、民間企業、NPO 等との協働・連携を進めます。 

６）働く人の協同組合として、働く人の労働力が適正に評価される仕組みづくりを進めます。 

７）法制化と税と社会保障の一体化に向けて学習します。 

８）資金運用について学びます。 

９）W.Co 千葉県連合会の連携共同事業を促進します。 

１．設立を目指したい事業 

  設立運動推進部会を設立推進部門と運動推進部門に分けます。 

・設立推進部門では、虹の街との間で今年度も設置が予定されている PJ 分科会等の協議と並行しながら、コール

センター事業、ステーション事業などの具体的な事業化を検討します。 

   これまで居場所事業・生活支援サービス事業の創設については、福祉部会と連携して推進していきます。 

居場所交流会の開催については、エリアと協力・連携して、W.Co を広める活動につなげます。 

・運動推進部会では、労働者協同組合法と協同組合の働き方について考えていきます。 

２．設立の進め方と新たな分野の調査研究について 

W.Co の適正を生かせる地域密着型のサービスや機能などを調査しながら、W.Co の認知と共感が広がるように、

交流会や相談会、学習会、ワークショップなどを開催し、ワーコレを広める活動を推進します。 



第１号議案 
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設立推進では、虹の街の中間支援 WCo 推進 PJ の答申を反映する、具体的な成果事業となることを

期待してステーション事業について協議を継続しています。運動推進では、社会的連帯経済ちばや

WNJ の運営委員会等に参加するなどして、今後の運動の進め方を模索しています。 

２． W.Co の適正を生かせる地域密着型のサービスや機能について、継続して検討中です。次年度は、

福祉部会やエリアとも連動した動きを作り、講座や交流会・懇談会等の点の活動を線につないでワー

コレを広める活動を推進します。 

 

 

２）W.Co の内実を高め、持続可能な経済的事業力と組織力の強化を図り W.Co の社会化を推

進します。 

W.Co が蓄積してきたスキルと実効性をさらにアップするために、経済の担い手としての価値の共有と

経済的効果に繫がる研修などを行い、専門部を中心に事業と活動に繋げていきます。異業種の相互連

携を進めます。 

 

【事業推進計画】 

１．専門性を持たせた事業力を強化します。 

食部会 

 

 

 

 

今年度は、食部会を隔月で開催し、情報を共有に努めました。 

①   11/18 デポー新松戸で調理実習を行いました。今回はスピリッツより「ミートボールプレーン味」「冷

凍玉ねぎダイスカット」が試食用 として提供されたので、メニューにとり入れ試食しました。 

②   11/18 じっさいに作った献立を作品にして、インスタグラムの活用を視野に、広報と連携して、盛り付

け方や写真の撮り方、コメントの入れ方を学ぶ研修会を行いました。 

③   ３/17 に美味しいお店見学会でタイ料理のブッフェに行き、味付けやサイズ、取りやすさ、ぜんたい

のバランスなどパーティー料理の参考にしました。 

 

 

受託部会 

① 料理講習会を開催します 

② 実際にインスタグラムの活用を視野に、広報と連携して、盛り付け方や写真の撮り方、コメントの入れ方を

学ぶ研修会を行います。 

③ 「美味しいお店」見学会を行います。 
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①  コールセンターは今年度大きな進捗はありませんでした。ステーションは、虹の街との会議には連

合会からも 2 名が参加しました。開設したらどのような損益が予想されるかが検討され、センター併

設型、ワーコレ併設型、単独型という形を想定し、組合員拡大のもう一つの形として、デポー、個配、

のほかにステーションという形を作っていく計画です。 

② 人材不足が課題であるがどのような手法で募集しているか等の情報交換ができました。また 2026

年 2 月 14 日におおたかの森デポーでリアル開催での意見交換ができたことにより、募集方法等に

ついて深い内容まで踏み込めました。 

③ 週末に見学できる近郊での生産者がみつからなかったため、生産者交流会の開催を見送りました 

④ 2026 年 3 月 15 日に樹の労働者協同組合設立総会が開かれました。樹は企業組合法人の解散が

残っていますが、これで受託の４事業所が労働者協同組合法人となりました。 

 

福祉部会 

 

 

 

① 名称を福祉部会に戻し、こども食堂との合同会議にしました 

② 隔月で会議を開催し、情報交換をしてきました。 

③ 9/25 に柏で、風の村あいネットと連携して食でつながる地域のささえあいたすけあいの講座を開催

しました。2/2 には船橋で風の村すけっととも講座を開催しています。船橋の講座は、ういずの休眠

預金事業の中で開催し福祉部会メンバーも参加し研修としました。 

④ たすけあい事業所の設立に向けて、設立推進部会、エリア部会との連携には至りませんでした。 

 

 

２．「地域社会への関与」をエリア活動から発信し、W.Co 運動の社会化を推進します。 

地域に密着し、地域の特性と人を熟知しながら活動を続けてきたワーコレの非営利市民事業の実績とコーデ

ィネート手腕が、街の高齢化で様々に問題を孕むコミュニティの課題解決に実践的に機能し力を発揮できること

を自覚し、エリア活動を基本に据えて地域社会への関与を強め街づくりに繋げていきます。 

① WCo 推進 PJ の答申や虹の街方針と連動して、積極的な提案を行っていきます。 

コールセンター、ステーション等について検討していきます。 

② 受託 WCo 相互の連携について考えます。 

③ 他 WCo、生産者との交流を深めます。 

④ 労働者協同組合での設立や移行を考えている事業所を支援します。  

 

① 生活支援事業所・子ども食堂連絡会と統合し、名称も福祉部会とします 

② 各事業所の情報交換や交流を図ります 

③ 研修や学習会を行います 
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東葛エリア 

 

 

 

 

 

 

① 「キッチンカーで Go！こども食堂」をデポーおおたかの森で３/７に開催しました。開催にあたって、柏ブ

ロックの組合員からフードパントリーで食品の寄付もあり、食品６０袋とお弁当を８０食配布しました。 

② エリアの事業所訪問を兼ねて、リアル会議を自然の食卓で開催しました。 

③ ワーコレカフェを「キッチンカーで Go！」のイベントに合わせてデポーおおたかの森の組合員室こだち

で開催しました。多くの参加者と和やかに歓談できました 

 

京葉エリア 

 

 

 

①  はたらこカフェを ZOOM で開催しました。組合員参加者 4 名でした。京葉エリアは自立生活支援の

事業所がないので、福祉部会とも連携できるとよかったです。 

② 年 2 回ぽっぽの市に参加し、地域の方たちと触れ合い、ワーコレの働き方をアピールしました。 

 

下総エリア 

 

 

 

 

① エリア内で情報の共有に努めました。 

② 木刈デポーの地域交流スペースでエッコロカフェを虹の街と開催し、地域とのつながりをつくりました。 

③ 回転木馬の子ども食堂に合わせて、「子どもの防災ミニ講座＆ワークショップ」を開催し、地域の子ど

も達に事業所の紹介やワーコレ活動について少しですが話しました。 

 

① エリア会議や事業所見学などを何度かリアルで開催して、メンバ－の意思の疎通が図れるようにし、エリア

内の事業所の活動を理解する機会を作ります。 

② 今年度も「キッチンカ－で GO!」の活動を続けます。早めに計画を立てて、県北西地域協議会の各団体と連

携がとれるように努力します。エリアの事業所が活動の大切さを理解できるように、話し合いをして行きま

す。 

③ ワーカ－ズの働き方がアピ－ル出来て、人材の募集が出来るような「ワーコレカフェ」の開催方法を考え、虹

の街の組合員にも呼び掛けをして行きます。 

 

① 組合員に向けてワーカーズの周知活動を行い、理解を深めます。 

② 地域にワーコレを広め、運動への共感が広がるように地域イベント、千葉グループ地域協議会に参加し

ていきます。 

① それぞれの職種を生かした働き方でエリア内の連携を深める努力をします。 

② 地域とのつながりを作って、ワーカーズの働き方を広め事業の継続を守る努力をします。 

③ 災害はいつ起こるかわからないということを念頭にもしもの時に備えて、拠点となれるよう情報を発信し続

ける活動を進めます。 
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３．業種を超えて連携することで、多様な可能性を追求した事業へ発展します。 

 

 

現在、福祉部会、食部会を跨いだ活動が始まろうとしています。 

まほろばでは、こども食堂等の食のある居場所が地域で持続可能な活動となることを支援する為、厨房

の機能をシェアしコミュニティキッチンとして、厨房を持たないこども食堂等にお弁当を作り届けています。 

ういずが実施した休眠預金事業「多世代が食でつながるコミュニティづくり」では、食のある居場所の創

設と県内の食支援のプラットフォームづくりの一環として寄付食材の流通の仕組み（サプライチェーン）

に於いて、千葉県のロジ拠点（食品の管理・倉庫の拠点）となり、半調理品の開発もしています。 

WNJ 食の連携連絡会との協議では、試験的に半調理の冷凍品（南瓜コロッケ、キャベツメンチ、ミートパ

イなど）を県を跨いで埼玉や東京の W.Co に届けて首都圏の食の W.Co 間での運用を視野にセントラル

キッチン構想の検証を重ねています。千葉でもういずや紙ふうせん、回転木馬のこども食堂や高齢者の

居場所での活用が始まっています。 

それぞれの活動が、まだ実験段階で、連合会としての動きにはなっていませんが、それぞれの点の

活動を線に繋げて、生活クラブ・スピリッツとの共同購買事業で千葉の特別発注品を選定できないか、

W.Co のお弁当を生活クラブの共同購買システムに載せられないか、など検討していきます。 

 

 

４．共同購買事業、福祉事業を連合会事業として位置づけ、コーディネート機能をもって W.Co 事業

所をバックアップし、連合会と事業所の事業高伸長に繫げます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

ⅰ）共同購買事業部 

手数料・配送料の見直しについては、現状を維持することで承認されました。 

２０２４年に結から出された配達料値上げの要望について、今年度も引き続き受託部会、食部会でも 

ⅰ) 共同購買事業部 

・ 食事業所の存在意義と価値を発信できるよう広報戦力を駆使し、またシステムを検討して事業所と連合会の事

業高伸長に繋がるよう努めます。 

・ 共同購買の運動性や優位性をひろめ、利用事業所の拡大、利用促進活動を行います。 

・ 食の共同事業会議に参加し、情報共有します。 

ⅱ) 福祉事業部 

・ エッコロ受託事業を統括します。 

・ ユニバーサル就労の推進窓口を担います。 

・ ワーコレ共済を推進します。 

 

地域のニーズや情報を集約し、業種ごとの専門性と業種を超えた連携で地域社会とのつながりを起こし、複

合的サービスの提供を視野に置いた異業種連帯を図ります。 
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検討され、また、賛助会費の見直も含めて連合会の事業収入と支出を再検討した結果、以下の理由で、

現状のままとしました。 

   ・ 食の事業所の経営状況は逼迫していて、手数料・配送料の変更を受け入れる余裕はない。 

・ 受託部会が独自に実施したアンケートの調査結果からも結以外の配送事業所からは、この件に関

して特に要望がなかった。 

・ 課題となっていた佐倉の事業所とは、個別交渉し既に改善がみられている。 

・ 賛助会員の風の村と協議をした中では、来年度の利用拠点の見直しも検討されていることから、こ 

れ以上の変更は、利用件数の減少となることが懸念されている。 

 

ⅱ）福祉事業部 

  連合会託児システムは、第 5 次中期計画で利用団体とケア団体の直接契約を基本として継続するこ

とで確認ずみです。2024 年度は、わっふると結との直接契約がなく、利用もなかったためシステムとし

て稼働しませんでした。 

   第 6 次中期計画では、福祉事業として連合会託児システムを明記し、事務局がコーディネートを担

います。但し、第 5 次中期計画策定の折にもケア者事業所から出された懸念や不安に基づいて、いく

つかの課題の解決、改善が必須であることから、引き続きシステムの改善を検討し、実際の運用に

不安を残こらないように引き続き協議していきます。 

※（以下、第５次中計策定会議で確認済み） 

・ そもそも託児システムには、ワーカーズの働き方支援という側面もあるが、不定期な託児の依頼に 

も対応してもらうためのケア事業所への経費補填を目的とした 

・ 現状では、託児の会場となるセンターの保育室での長時間の預かりは、リスクが大きいこと。 

・ 活動の原資としてきた、W.Co 共済の事務手数料が連合会収入として見込めないこと。 

・ ワーカーズ募集の為にシステムが必要ならば、先に保育環境の整備、人員の確保、財源を再度検 

討する必要があります。 

 

 

３）広報政策を戦略的に捉えて展開し、W.Coの社会化を後押しします。 

 

 

 

１．125 号は、＜特集＞ 生活クラブ生協からの業務受託ワーカーズ「実績と信頼」 ～地域の必要に長年と

１．わくわ～くの紙面企画は、125 号は受託事業特集、126 号は食事業特集とし原稿は部会に依頼し、校正と

編集作業はわくわ～く編集委員で行います。 

２．ガイドブックの発行に向けて、準備を進めます。 

 

 



第１号議案 

第１号‐7 

 

りくんできたワーカーズだから、地域の人と情報をつなげられる～ を 1 月に発行しました。 

２．ガイドブックの発行に向けて、事業所を取材し、少しづつ記事をためています。 

 

 

 

４）生活クラブ千葉グループ、WNJ、協同組合陣営との連携を進めます。 

 

 

 

 

 

１．生活クラブ千葉グループ地域協議会やつながる経済千葉に参加していきました。 

２．WNJ の 1 号会員として、各団体と連携して法制化運動や社会課題に取り組みました。 

・ １１/２９、３０ ワーカーズコレクティブ全国大会 in 東京 主人公は自分～協同で働き、ともに生きる～に

千葉から ４０ 人が参加しました。 

・ WNJ 配送受託会議、食の共同事業会議、食事業所の連携連絡会議、福祉会議に参加しています。  

３．協同組合ねっとわーくちばの会議は開催されませんでした。研修や交流もありませんでした。 

４．WNJ 被災地の復興支援に現地交流会に千葉からも参加しています。 

 

 

５）提案力を高めて行政や地縁組織、民間企業、NPO等とも協働・連携を進めます。 

 

 

 
 

 特に動きはありませんでした。 

 

 

６）働く人の協同組合として労働が適正に評価される仕組みづくりに取り組みます。 

 

 

 １．3. 検討できませんでした。 

１．生活クラブ千葉グループ地域協議会やつながる経済千葉に参加します 

２．WNJ の 1 号会員として、各団体と連携して法制化運動や社会課題に取り組みます。 

・全国大会に参加します。 

・各種委員会に参加します。  

３．協同組合陣営との連携を深め、相互研修や、活動交流に参加していきます。 

４．被災地の復興支援に向けて取り組みます。 

 

１．生活クラブ生協千葉や WNJ、協同労働ネットワーク千葉、関東事業団（労協）との連携を深め、意見交換をしな

がら提案力を高めて行政への提言を行います。 

２．行政との協働事業や補助金事業も視野に、情報の収集と受け皿の準備を進めます。 

３．持続可能な地域社会の実現に向けて、民間企業、NPO 等との事業連携を検討します。 

 

１．労働力が適正に評価される仕組みづくりを進めるために、プログラム評価制度について学び、目的やゴールを

明確にして、労働力の適正評価の仕組みづくりを進めます。 

２．事業の結果や成果を可視化し、W.Co の働き方の優位性や特異性が実感できる講座や研修会を開催します。 

３．「共に働く」を考えていきます 

 



第１号議案 

第１号‐8 

 

 ２．毎月の理事会の後に開催した第６次中期計画策定会議のなかで、「何のために 誰の為に 何を どの

ように」をテーマに W.Co の働き方優位性について意見交換をしています。 

 

 

７）労働者協同組合法と税と社会保障の一体化に向けて学習します。  

 

 

 

 １．樹が３月に労働者協同組合の設立総会を開催しました。 

 ２．できていません。 

 

 

８）資金調達の方法について考えます。 

 

 

 

 検討できていません。 

 

 

 

 

Ⅲ．組織運営 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．労働者協同組合の設立及び移行への組織変更を推奨します。 

・協同労働の協同組合ネットワークちばとの連携を図り協同労働の街づくりを進めます。 

２．社会保障制度や税制について、W.Co が抱えている課題について情報を収集します。 

 

1. 新事業創設や多様な人と共に働く事業展開にかかわる資金調達について学習していきます。 

2. 新たな起業支援策では、人・モノの実質的な支援の仕組みづくりとして、組員員活動員募集等新たな切り口を

模索します。 

 

１） 理事会体制を維持・強化します 

1. 専門部会とエリア会議を柱に構成し、各種会議での情報の共有と課題整理から解決に向けての知恵と工夫を共有し組織の活性化と

人材の育成を図ります。 

2. エリアは、東葛・京葉・下総の 3 つの地域に分けて、W.Co の社会化を推進します。 

3. 専門部会は、食部会・受託部会・福祉部会・広報部会・設立推進会・運動推進部とします。 

4. 総務・企画部を新たに設置します。総務・企画部では、連携事業の企画提案と実務を担います。 

5. 広報部会は、コルザとわくわ～くの編集を担当します。 

6. 設立支援部は、設立推進計画を運動推進部は、労働者協同組合法を推進する部とします。 

7. 内部監事をおいて、ハラスメント相談窓口も兼任します。 

２） 理事の中から、理事長１名、副理事長１名を選出します。理事・監事の任期は 2 年とします。 

３） リーダー層や理事に向けても研修を企画実施します。 

４） 6 次中期計画策定期になります。理事会で討議検討し、策定を進めます。 

 



第１号議案 

第１号‐9 

 

１） ２０２４年度の組織のあり方検討 PJ の議論を踏まえて、理事の負担を軽減しながら理事会体制を維持、

強化できるように、全事業所から選出された理事１３名で臨みました。 

２） 理事の中から、理事長１名、副理事長１名を選出しました。監事、員内・員外各１名で臨みました。 

３） 理事に向けては、中期計画策定の中での意見交換が実践研修になりました。リーダー層の研修につい

ては次年度検討していきます。 

４） 第６次中期策定会議を、理事会終了後、毎月開催しました。 

＜何のために 誰の為に 何を どのように＞を副題に掲げ、毎月のテーマを皆で検討しています。 

テーマ： ・3 年後の自分自身、事業所、連合会どうなっていたいか？  

        ・ WNJ ワーカーズ・コレクティブ価値と原則案をもとに、改めて W.Co とは～の意見交換 

        ・ 運動と事業の推進 課題と対策に向けたアンケート調査結果  

        ・ W.Co を広める活動 具体案の持ち寄り 

        ・ 第６次中期計画のロジックツリーの作成 

W.Co の最終目標・中長期アウトカム・短期アウトカム・アウトプットを確認 

          ・ アウトプットに基づいた行動・活動計画の作成  

 

 

 

 

Ⅳ．事務局計画 

 

 

 

 

 

  事務局体制の拡充に努めました。 

 

 

 

 

 

 

事務局体制の拡充を図ります。 

１） 事務局体制を拡充し連合会の中間支援機能を高めていきます。 

２） 各種相談の問い合わせ窓口となり、交流会や各種講座のコーディネートも実施します。 

３） HP の更新作業を担います。 

４） 連合会事業の事務を担います。 

 



第１号議案 

第１号‐10 

 

Ⅴ．経営計画 

会費収入と会費制度について見直しを行います。理事手当や活動費について規約を整えます。 

」」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会費収入と会費制度について見直しをしました。全事業所から理事・監事を選出し、理事手当についても、

見直しました。 

 １）会費収入    

 ・ 風の村から賛助会費の減額請求があり、改めて、賛助会費の算出根拠について 1 拠点一口 10,000

円であることを説明し、規定にも明示しました。現在、風の村 7 拠点にワーコレ便が配達されているの

で、今年は、7 万円の賛助会費となりました。次年度については、配送拠点数に応じた賛助会費を請求

します。 

 

 ２）事業収入 

  ・ 物価高の影響により、事業収入金額としては増えたように見えていますが、原価がかかる自主事業

としては経営を圧迫する状況が続いています。 

 

 ３）会計 

   ・ インボイス制度は、検討しましたが連合会が免税事業者であるため今期は導入しませんでした。 

 

 

 

 

 

 

１）会費収入   

  １．新規設立により会費収入を高めます。 

２．既存事業所の事業拡大と健全経営を支援することで分配率を高め会費収入を高めます。 

２）事業収入 

  １．共同購買事業と福祉事業を連合会事業と位置付けます。 

  ２．共同購買事業への結集を高めることで事業収入を高めます。 

  ３．多様な福祉サービス事業への展開を図り事業収入を高めます。 

４．連合会の連携協働事業での収入を見込んでいきます。 

３）会計  

 １．インボイス制度を導入については、引き続き検討していきます。 

 



第2号議案

特定非営利活動法人ﾜｰｶｰｽﾞｺﾚｸﾃｨﾌﾞ千葉県連合会

【営業損益の部】

（教育研修）

(福祉）

（設立推進）

（共同購買）

（活動推進）

（教育研修）

(福祉） 0

(広報）

（設立推進）

（共同購買）

（活動推進）

（事業人件費）

7,220

　　　【営業費用】

　　　　　　【売上原価】

　　　　設 立 推 進 事 業 費　

　　　　社 会 的 地 位 確 立 事 業 費　

　　　　　　　　　　合　　　　　　　　　　　　　　計

　　　　　　　　　　売　　　　上　　　　原　　　価

0

7,960,029

5,852

4,701,326　　　　会　　　　費　　　  収 　　　　入

0

　　　　　　　　　売　　　上　　　高　　　合　　　計

3,065,220

　　　　社 会 的 地 位 確 立 事 業 収入　

　　　　設 立 推 進 事 業 収 入　

　　　　物 資 の 調 査 ・支 援 事 業 収 入　

　　　　そ の 他 付 帯 事 業 収 入　

損益計算書

経常損益の部

　　　【営業収益】

　　　　　　　　　　　　　　自　2025年　4月　1日　　　　至　2026年　3月31日　　　　　　　　　（単位：円）

　　　　　　【売上高】

187,631

　　　　その他付帯事業費

　　　　物 資 の 調 査 ・ 支 援 事 業 費　

199,085

0

2,180,490

174,782

【営業外損益の部】

732,579

3,286,936

3,286,936

　　　　　　　　　　売　上　総　利　益　 4,673,093

　　　【販売費及び一般管理費】

　　　　　　一般管理費合計

　　　　　　営　業　利　益　（損  失）

4,140,685

532,408

0

　　　　　　　営　 業 　外　 費 　用　 合 　計

　　 【営業外収益】

　　　　 受　　　　取　　　　利　　　　息

　　　　 雑　　　　　　　収　　　　　　 入

7,210

10

　　　　　　　営　 業　 外　 収　 益 　合 　計

4,204,868

4,744,496

539,628

　　　　　　　前　　期　　繰　　越　　損　　益

　　　　　　　　　当 期 未 処 分 利 益 

　　　　　　　当　　期　　利　　益　　（損失）

第2号－2

　　　　　　　税　引　前　当　期　利　益　　（損失）

　　　　　　　　　 経　常　利　益　　（損失）

　　【営業外費用】

　　　　 雑　　　　　　　損　　　　　　失

7,220

539,628

539,628

0



第 2 号議案 

第 2 号－7 

 

 

              2025 年度 監査報告 

 

定款に基づき 2025年度の監査を実施いたしましたので報告いたします。 

監査基準日  2025年 4月 1日～2026年 3月 31日 

 

 １．監査の実施日 及び 場所 

   2026年 4月 29日    

生活クラブ柏センター 2階  会議室 

 

     立会人  熊澤聡子   理事長 

            北田惠子   事務局長 

            鈴木二味子 事務局 

 

 

 ２．監査の方法 

   2025年 4月 1日から 2026年 3月 31日までの収支報告書及び理事会議事録等関係資料、 

業務施行状況について監査を実施しました。 

 

 

 ３．監査結果 

  ・収支計算書、会計記録は正確に作成されており、団体の収支および財産の状況を正しく示して 

   いるものと認めます。 

  ・事業は適切に実施されており、理事の職務に関して適切に執行していると認めます。 

 

 ４．監査意見 

  ・今年度は各事業所より理事が選出され、新規体制での連合会運営が構築されました。現場の

状況や課題がより直接的に運営に反映される仕組みが整ったものと評価いたします。 

  ・第６次中期計画も策定されました。担当事業所の視点のみならず、千葉県連合会全体の持続

的な発展を見据えた大局的な視点を持って、積極的な提言と円滑な運営に寄与されることを切

に期待いたします。 

  

 

 

                                          2026年 4月 29日 

                                監事  伊藤智裕 

                                監事  西村憲子 



第３号議案 

第３号議案-1 

 

 【第 5 次中期計画（2023年～2025年）振り返り】     

 
 

Ⅰ．目指したい方向性 

第５次中期計画（2023 年度～2025 年度の 3 年間）について、下記の項目で取り組みました。 

１）社会ニーズをとらえ、地域に必要な事業を興し、協同組合の街づくりに繋げます。 

２）W.Co の内実を高め持続可能な経済的事業力と組織力の強化を図り W.Co の社会化を推進します。 

３）広報政策を戦略的に展開し、W.Co の社会化を後押しします。 

４）生活クラブ千葉グループおよび WNJ・協同組合陣営との連帯を積極的に進めます。 

５）提案力を高めて行政や地縁組織、民間企業、NPO 等との協働・連携を進めます。  

６）働く人の協同組合として、働く人の労働力が適正に評価される仕組みづくりを進めます。 

７）法制化と税と社会保障の一体化に向けて学習します。 

８）資金運用について学びます。 

９）W.Co 千葉県連合会の連携共同事業を促進します。 

 

 

 

Ⅱ．事業計画 

 

１）社会ニーズをとらえ、地域に必要な事業を興し、協同組合の街づくりに繋げます。 

地域に主体的な働く場を創出し、共生型社会・地域参画社会に寄与し、社会連帯経済のモデル事業にします。

既存事業所の事業拡大による社会ニーズに対応する新たな複合的サービスの創設を以下の方針案・具体策に

沿って進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設立推進計画方針】 

１．「仕事に暮らしを合わせるのではなく、暮らしの中に仕事を取り戻す働き方」で、持続可能で活力ある地

域社会の実現に資するよう社会的連帯経済を推進します。 

２．地域にＷ.Co をたくさん創出し、地域資源の循環や参画を推進して、社会的公共財が民主的に管理される

「コモン」の裾野をひろげます。 

３．Ｗ.Coの法制化の追い風に地域にＷ.Co（協同労働）を創出します。 

『設立推進計画具体案』 

１．組合員に新たな活躍の場・働く場を提供し、活動員の募集と活動の実践を通じて新たなW.Coの立ち上げ

に繋げて、人材発掘と育成に努めワーコレを広める活動を展開します 

２．次世代に魅力ある働き方（働く場）となるように、組合員との対話・交流の場を設けW.Coを知ってもら

う活動を展開してワーコレを広める活動に繋げます。 

３．諸資源の制度を整え、担い手となる講師を育成し、従来型の起業講座を業種別に実施します。 

４．新たに設立推進員を選出・配置し設立推進部会の構成メンバーに加えて、エリア活動や広報委員とも連携

しながら総合的な動きでワーコレをひろめる活動を推進します。 

５．コールセンターの新規設立に向けた調査活動を行います。 

６．生活困窮者自立支援事業のW.Coの参入を検討します。 



第３号議案 

第３号議案-2 

 

【設立推進計画方針】 

１．「仕事に暮らしを合わせるのではなく、暮らしの中に仕事を取り戻す働き方」で、持続可能で活力ある地域

社会の実現に資するよう社会的連帯経済の推進に務めました。 

２．地域にＷ.Co を創出するまでには至っていませんが、地域資源の循環や参画の推進を目指すように努め

ました 

３．結・みらい・あいが労働者協同組合に移行しました。樹も労働者協同組合を設立しました。 

 

『設立推進計画具体案』 

１．東葛エリアでは、居場所交流会を開催しましたが、W.Co の立ち上げまでには至っていません。 

２．京葉エリアでは、はたらこ café を開催し、次世代に魅力ある働き方（働く場）となるように、組合員との対

話・交流の場を設け W.Co を知ってもらう活動を展開しました。 

３．諸資源の制度を準備中です。 

４．設立推進員部・運動推進部に分かれて動きを作りました。 

５．虹の街のコールセンターとステーション設立 PJ の会議に参加して、実現の可能性を探りました。 

  ６次中計でも引き続き、受託事業のパイを大きくなるよう検討していきます。 

６．生活困窮者自立支援事業の W.Co の参入については、検討には至りませんでした。 

 

 

２）W.Coの内実を高め、持続可能な経済的事業力と組織力の強化を図り、W.Coの社会化を

推進します。  

W.Co が蓄積してきたスキルと実効性をさらにアップするために、経済の担い手としての価値の共有と経済的効果に

繫がる研修などを行い、専門部を中心に事業と活動に繋げていきます。異業種の相互連携を進めます。 

 

【事業推進計画】 

１． 専門性を持たせた事業力を強化します。 

食部会 

 

 

 

 

 

 

①手作りで安心食材を使った弁当・惣菜の良さを地域の方々に知っていただくために、調理講習会への

参加や、パーティー料理等で学び、各事業所の財産にしてきました。しかし、W.Co が実践している食事

業所であるということを知っていただくまでには至りませんでした。 

②食の事業所間では、会議・試食会等で情報を共有してつながることができました。しかし、社会とつなが

る活動にまでは至りませんでした。 

① 「いのちをつなぐおいしい食事」「作り手確かな安心食材」「これからもずっと伝えたい味」がW.Coが実

践している食事業であることを広く知らせ、価値と信頼を高めます。 

② 食の事業所で連携し、WC.oが社会と繋がっていく活動をします。 

③ 環境に配慮した総合的な知識を高め、情報の共有を図ります。 

④ 広報活動として、積極的に SNSを取り入れ、円滑な運営を促進していきます。 

⑤ 高齢者人口の増加に伴い、施設運営、配食サービスをより強化し、持続させることを目指します。 



第３号議案 

第３号議案-3 

 

③ せっけんを使ったり、環境に良い包材を使うなどしてきました。他の事業所とつながることで刺激を受

け、新しい情報や、知識を吸収するなど、楽しく学ぶことができました。 

④ フェイスブックやインスタグラムを活用し、お弁当や季節のメニューを公開して、利用につなげている事

業所があります。食部会でもインスタ等の勉強会を開催し、各事業所が取り入れることのできるように

学習しました。 

⑤ 高齢者の要望に応じて、メニューや調理法など工夫して、配食サービスを実施してる事業所もありま

す。まほろばでは、福祉と融合した見守り配食サービスを地域で展開しています。食部会では、情報と

課題を共有しました。 

 

受託部会 

 

 

 

 

 

① 生活クラブ虹の街の政策に協力しつつ、2023 年 2024 年には中間支援 PJ や、2025 年にはステーション

部会等が設置され、W.Co も参加して意見交換、提案を行ってきました。 

②  樹と配送ワーカーズの共通課題について相互に意見交換し、課題解決を図っていくように努めました。 

③ コロナの影響が残っている中でデリバリーセンターや生産者交流等を検討しましたが、実現しませんでし

たが、事業所主催の生産者交流会に参加し消費材の内容の理解を深める機会となりました。 

 受託部会 4 法人（あい・みらい・結・樹）が労働者協同組合法人となりました。 

 

みんなの福祉部会 

 

 

 

 

 

① 2025 年度より名称を「福祉部会」に改めました。 

② 各事業所でお互いの仕事への理解を深め問題点や地域のニーズなどを共有しました。 

③ 2023 年 11 月～2025 年 5 月末まで「みんなの福祉部会」の活動が休止となったため、多様な働き方を尊

重するありかたや、ライフステージに合わせた働き方で、わたしたちの事業を地域に広げるためどのよう

な方法で伝えていったらよいかについては、取り組めていません。 

④ W.Co の街の縁側の継続を支援するため、居場所交流会を開催しました（2024 年「居場所交流会」デポ

ーおおたかの森、デポー新松戸）。 

① 生活クラブ虹の街の政策に協力しつつ、積極的な提案も行っていく。以上のため適時協議会を引き続き開催

し、提案や意思疎通を行う。 

② 樹と配送ワーカーズの共通課題につき相互に助け合い、課題解決を図っていく。 

③ コロナ禍で途絶えていたデリバリーセンターや生産者交流等を受託部会として計画していく。 

④ 労働者協同組合法対応について、経営の基盤がある受託部会 4 法人が率先して法人の移行を実践していく。 

 

① くらし文化部会の名称を「みんなの福祉部会」に変更します。 

② 地域のニーズを取り込みながら、事業継続するために何ができるか情報収集と学習を行います。 

③ 多様な働き方を尊重するありかたや、ライフステージに合わせた働き方で、わたしたちの事業を地域に広げ

るためどのような方法で伝えていったらよいか考えます。 

④ 多様な「街の縁側」の継続を支援します。  
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２．「地域社会への関与」をエリア活動から発信し、W.Co運動の社会化を推進します。 

地域に密着し、地域の特性と人を熟知しながら活動を続けてきたワーコレの非営利市民事業の実績とコーディ

ネート手腕が、街の高齢化で様々に問題を孕むコミュニティの課題解決に実践的に機能し力を発揮できること

を自覚し、エリア活動を基本に据えて地域社会への関与を強め街づくりに繋げていきます。 

 

東葛エリア 

 

 

 

 

①  「キッチンカーで GO！こども食堂」の活動を通じて、生活クラブ虹の街を中心とした生活クラブ千葉グ

ループや地元の活動団体にも協力を呼び掛け、子ども食堂としてお弁当やフードパントリーの配布、

各事業所の販売を行い、誰もが住み続ける街づくりとしてのワーコレをアピールしました。 

② 生活クラブ北西部地域協議会に参加し、グループ内の交流や情報交換などを行いました。又、事業所

毎に、関連団体と共に様々なイベントに参加し、交流を深めました。 

③ 「キッチンカーで GO！こども食堂」の終了後、ワーコレカフェを開催し、各事業所の紹介、情報交換、

交流などを実施しました。具体的に踏み込んだ形でのワーコレの働き方のアピールや人材募集はで

きませんでした。 

 

京葉エリア 

 

 

① コロナ禍もあり、はたらこカフェを毎年開催することは厳しく、2025 年度に ZOOM で開催しました 

② 年 2 回ぽっぽの市に参加することにより、地域の方たちと触れ合い、ワーコレの働き方をアピールしま

した。 

 

下総エリア 

 

 

 

 

 

① 働き甲斐のある人間らしい仕事をつくり続けるワーコレを目指しました。労協法の目的を理解し、そ

れを生かした職場づくり、働きたいと思える環境づくり（勤務時間、職種など）に努めました。 

② 居場所づくり、子ども食堂、配送、デポーなどの活動から、組合員をはじめ地域に共感を広げて、ワ

ーコレの働き方を地域に広めるよう努めました。 

① W.CO の社会化をエリアの多様な活動と事業（こども食堂・居場所作り・惣菜事業・就労支援・たすけあい事

業）の実践から推進します。 

② エリア内の生活ブル－プ団体やその他の団体と相互交流を進めます。 

③ ワーコレカフェの開催を継続します。 

 

① 組合員にワーコレの働き方を知ってもらえる企画（はたらこカフェ）を毎年開催します。 

② 地域にワーコレの認知をひろめ、運動への共感が広がるようにアピールします。 

 

① 働き甲斐のある人間らしい仕事をつくり続けるワーコレを目指します。 

 ・労協法の目的を理解し、それを生かした職場づくり、働きたいと思える環境づくり（勤務時間、職種など）に

努めます。 

② ワーコレの働き方を地域に広める活動を広げます。 

 ・居場所づくり、子ども食堂、配送、デポーなどの活動から、組合員をはじめ地域に共感を広げていきます。 
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３．業種を超えて連携することで、多様な可能性を追求した事業へ発展します。 

 

 

 

 

 

 

・福祉部会で進めている「食のある居場所づくり」の中で、食と福祉の事業連携の可能性について検討

を進めていますが、連合会全体として異業種連携のコンセプト共有までには至っていません。 

・各エリアでテーマを決めて、イベントを開催し、地域のニーズや課題、情報を収集してきています。 

それぞれの活動が繋がって業種やエリアを超えた動きになるよう情報の共有に努めます。 

 

４．共同購買事業、福祉事業を連合会事業として位置づけ、コーディネート機能をもって W.Co 事業

所をバックアップし、連合会と事業所の事業高伸長へと繫げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅰ）共同購買事業部 

① 食事業所の存在意義と価値を発信できるよう広報戦力を駆使し、またシステムを検討して事業所と

連合会の事業高伸長に繋がるよう努めました。 

② 共同購買の運動性や優位性をひろめ、利用事業所の拡大、利用促進活動を行いました。 

③ 食の共同事業会議に参加し、情報共有しました。 

ⅱ）福祉事業部 

① エッコロ受託事業を統括します。 

② 生活支援サポート協議会に参加し、千葉グループの連携事業を模索します。 

③ 継続しましたが、利用はありませんでした。 

④ ユニバーサル就労の動きはありません。  

⑤ ワーコレ共済については、理事長が年１回の会議に参加して情報を共有しています。 

・エリア会議の機能を充実し、地域のニーズや情報を集約し、また各事業所ではその人に沿ったパーソナルなニー

ズにも応えていくために、業種ごとの専門性と業種を超えた複合的サービスの提供を視野に置いた異業種連帯

を図ります。 

・「キッチンカ－で GO!」のような活動を通して、以下の活動を実践します。 

※エリア会議で生活クラブ虹の街各ブロックの情報を共有し、地域のニーズや情報を集め、業種ごとの専門性と業種を超え

た連携で地域社会とのつながりを起こし、複合的サービスの提供を視野に置いた異業種連帯を図ります。 

 

ⅰ) 共同購買事業部 

① 食事業所の存在意義と価値を発信できるよう広報戦力を駆使し、またシステムを検討して事業所と連合会の

事業高伸長に繋がるよう努めます。 

② 共同購買の運動性や優位性をひろめ、利用事業所の拡大、利用促進活動を行います。 

③ 食の共同事業会議に参加し、情報共有します。 

ⅱ) 福祉事業部 

① エッコロ受託事業を統括します。 

② 生活支援サポート協議会に参加し、千葉グループの連携事業を模索します。 

③ 連合会託児システムは、利用団体とケア団体の直接契約を基本とするものに組み替えて継続します。 

④ ユニバーサル就労の推進窓口を担います。 

⑤ ワーコレ共済を推進します 
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第３号議案-6 

 

３）広報政策を戦略的に捉えて展開し、W.Coの社会化を後押しします。 

 

 

 

 

 

１．機関紙「わくわ～く」はワーコレを知って欲しいを目的に地域に向けてか、組合員に向けてか、どうしたら

読んでもらえるかなどの話し合いに時間をかけました。2025 年度からはそれぞれ働くワーカーズの直接の声

を届けるため、原稿をワーカーズに書いていただき、編集組合委員さん編集し発行することができました。 

※120 号（2023 年 4 月発行）＜特集＞ 食でつながるワーカーズボナペティ 弁当惣菜の店「組織を継続させることが

地域貢献の要」まどれーぬ 施設厨房 ひとり一人に寄り添う食事 

121 号（2023 年 10 月発行）＜特集＞ デポーワーカーズ・ワーカーズで良かったと思うことは？・わたしたちのここ

がスゴイ・10 年後に目指したいこと 

122 号（2024 年 3 月発行）＜特集＞ 地域と共に成長してきたワーカーズ～地域の必要に長年とりくんできたワー

カーズだから、地域の人と情報をつなげられる～  

123 号（2024 年 10 月発行）＜特集＞ 生活クラブ虹の街のエッコロ制度とワーカーズ・コレクティブ 

124 号（2025 年４月発行）＜特集＞ ワーカーズ・コレクティブで私も地域も元気に！ 協同で働くことで一人ではで

きないことを実現！ 

125 号（2026 年 1 月発行）＜特集＞ 生活クラブ生協からの業務受託ワーカーズ「実績と信頼」 ～地域の必要に

長年とりくんできたワーカーズだから、地域の人と情報をつなげられる～ 

２．各事業所の修正依頼に応じて、HP の更新や編集をしました。 

３．できませんでした。 

４．124 号では、東葛エリアで実施した居場所交流会の様子を紹介し、交流会から立ち上がった「灯 ro」のつ

ばめカフェについて掲載し立ち上げを支援しました。 

 

 

 

４）生活クラブ千葉グループ、WNJ、協同組合陣営との連携を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たな広報政策を模索し、W.Co を広めていきます。 

１．連合会機関紙「わくわ～く」の編集から虹の街組合員と作り、W.Co の新たな広報政策を模索します。 

２．HP の編集・管理作業を継続し、各事業所の情報をつなぎ、新しい情報が探せる状況にします。 

３．事業の IT 化に対応する W.Co の立ち上げを支援をおこないます。 

４．新たな事業の立ち上げを広報という側面から応援します。 

 

１．生活クラブ千葉グループとの連携による地域づくり 

   ・グループ協議会 つながる経済千葉へ参加にます  

   ・千葉グループ安心システム協議会へ参加します 

   ・千葉グループ安心システムグループ 4 団体の統一方針を導入します 

    連絡会研修会等でのノウハウの共有とスキルアップ・街の縁側・居場所づくりからのＷ．Ｃｏの地域展開と存

在感を示します。 

２． ＷＮＪの 1 号会員として、各団体と連携して法制化運動や社会課題に取り組みます。 

・全国会議に参加します。 

・各種委員会に参加します。   

３． 協同組合陣営との連携を深め、相互研修や、活動交流に参加していきます。 

４． 被災地の復興支援に向けて取り組みます。 
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１．グループ協議会 グループ地域協議会、つながる経済千葉に参加してきています 

・ 千葉グループ安心システム協議会は 2024 年に解散し、それぞれの活動になりました。 

・ グループ 4 団体の統一方針も 2025 年から作成していません。 

２． ＷＮＪの 1 号会員として、各団体と連携して法制化運動や社会課題に取り組みました。 

・ 全国大会（2025 年に名称変更）に参加しました。 

・ 配送受託会議・福祉会議・食の共同事業会議・食事業所の連携連絡会議に参加しています。   

３．労働者協同組合法が施行してから以降、大きな動きはありませんでした。 

４． WNJ の被災地の復興支援視察に参加したことが、下総エリアの「震災を忘れない」の活動への契機とな

り 2024 年に高橋徳治商店の学習会、防災の意識や防災食の取り組みに波及しています。 

 

 

 

５）提案力を高めて行政や地縁組織、民間企業、NPO等とも協働・連携を進めます。 

 

 

 

 

 

・2024 年に県内の取り組み状況の報告会にワーカーズコープと共に参加しました。 

・部会やエリアで共有された補助金情報等を関係事業所にも配信しました。 

・福祉部会や事業所が企画開催した講座（食でつながるフェスタ in ちば、食でつながる地域のささえあい

たすけあい講座）を後援しました。  

   

 

 

６）働く人の協同組合として労働が適正に評価される仕組みづくりに取り組みます。 

 

 

 

 

 

１．WNJ が示した「新しい価値と原則」を見直す中で、お互いを認めるという形でのワーコレの働き方との優

位性を再確認してきました。 

２．2024 年は、組織のあり方検討 PJ、パワハラ研修を実施し、2025 年度には第 6 次中期計画の中で、W.Co

の価値と原則等、全国大会 in 東京にも参加して研修としてきました。 

３．２．に同じ 

・生活クラブ生協千葉や WNJ、協同労働ネットワーク千葉、関東事業団（労協）との連携を深め、意見交換をし

ながら提案力を高めて行政への提言を行い千葉県域での法制化を推進します。 

・行政との協働事業や補助金事業も視野に、情報の収集と受け皿の準備を進めます。 

・持続可能な地域社会の実現に向けて、民間企業、NPO 等との事業連携を検討します。 

 

１．労働力を適正に評価する仕組みづくりを学びます。 

２．W.Co の働き方の優位性や特異性が実感できる研修や交流会を開催 

 ・各種連続講座や販売会などのを通じて総合的に W.Co をアピールします。 

・社会的連帯経済の担い手としての W.Co と、社会を変える力となることをアピールします。 

３．「共に働く」を考えていきます 
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７）労働者協同組合法と税と社会保障の一体化に向けて学習します。 

 

 

 

 

 

 

１．受託部会を中心に、労働者協同組合法について学習し、W.Co の社会化を進めました。 

２、社会保障制度や税制については、個々の事業所で検討されており、全体での学習はできていません。 

３．検討はしましたが、消費税の免税事業者であるためインボイス制度を導入しないことに決めました。  

 

 

 

８）資金運用について学びます。 

 

 

 

 

・こども食堂やたすけあい事業などに関連した助成金情報等について、事業所に情報を流すなどで個別に

対応しました。新たな起業支援策の検討にまでは至りませんでした。 

 

 

 

Ⅲ．組織運営 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．労働者協同組合法について学習し、W.Co の社会化を進めます。 

・ＷＮＪと情報を共有しながら学習会や研修会等を開催していきます。 

・組織変更の実務については 受託部会で実践します。 

・協同労働の協同組合ネットワークちばとの連携を図り協同労働の街づくりを進めます。 

２、社会保障制度や税制についても学習し、W.Co が抱えている課題について考えていきます。 

３．インボイス制度を導入に向けて 2023 年 4 月より準備を進めます。 

 

・新事業創設や多様な人と共に働く事業展開にかかわる費用について、基金に変わる新たな起業支援策を検討

します。 

・新たな起業支援策では、人・モノの実質的な支援の仕組みづくりとして、組員員活動員募集等新たな切り口を模

索します。 

 

１） 理事会体制を維持します 

・中計の 3 年間をかけて 2025 年からの体制について話し合います。 

・組織運営の柱に専門部会とエリアを置きます。 

・エリアを東葛・京葉・下総の 3 つに分けて、ワーコレの社会化とワーコレ運動の推進を活動の基本に置きます。 

・専門部会は、食部・受託部・みんなの福祉部会・広報部会と設立支援部会とします。 

・広報部会の中にわくわ～く編集会議を置きます。ガイドブックやＨＰのリニュアル、各種リーフレット作成も検討し

ます。 

・設立支援部は、設立推進計画と労働者協同組合法を推進する部とします。 

・各種会議で情報の共有と課題整理から解決に向けての知恵と工夫を共有し組織の活性化を図ります。 

２） 役員体制を理事長１名 副理事長２名とします。 

次年度時期改選期までの 2 年間を過渡期として、副理事長をエリア理事と専門部理事から各 1 名選出し理事との

兼任とします。 

3）リーダー層や理事に向けても研修を企画実施します。 
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１）理事会体制を維持します 

・第 5 次中計の中で、組織について検討し、2025 年～2026 年の理事会体制についても話し合いました。 

・組織運営の柱に専門部会とエリアを置きます。 

・エリアを東葛・京葉・下総の 3 つに分けて、ワーコレの社会化とワーコレ運動の推進を活動の基本に置き 

ます。 

・専門部会は、食部・受託部・福祉部会（2024 年度名称変更）・広報部会と設立支援部会・運動推進部とし 

ました。 

・広報部会の中にわくわ～く編集会議を置きます。ガイドブックやＨＰのリニュアル、各種リーフレット作成も

検討してきました。ガイドブックについては、準備中です。6 次中計の中で発行します。 

・設立支援部は、設立推進計画と労働者協同組合法を推進する部として、虹の街の中間支援 PJ に参加

した。虹の街の方針に「W.Co が真ん中の街づくり」と記載されたことは成果と捉えています。 

 

２） 役員体制については、2025 年度から、各事業所から 1 名の理事・監事の選出に変更こともあり、副理

事は 1 名としました。 

 

３） 組織検討 PJ や中期策定会議に中でリーダー層や理事に向けても各種研修を実施しました。 

 

 

 

 

Ⅳ．事務局計画 

 

 

 

 

 

 

 

事務局体制の拡充を図ります。 

１） 事務局体制を拡充し連合会の中間支援機能を高めるよう努めました。 

 

２）共同購買事業の業務を遂行しました。 

 

３）福祉事業は、エッコロを中心に業務を遂行しました。 

 

４）福祉部会が、虹の街の組合員を対象に、「食でつながる地域のささえあいたすけあい」（2025 年 10 月）を

開催しています。柏ブロックから組み込みでリーフレットを配布し、風の村あいネットが基調講演、紙ふうせ

んとういず、柏あいネットが事例報告をし、虹の街組合員を含め２４名の参加がありました。 

事務局体制の拡充を図ります。 

１）事務局体制を拡充し連合会の中間支援機能を高めていきます。 

２）共同購買事業の業務を遂行します。 

３）福祉事業（エッコロ・共済・託児）の業務を遂行します。 

４）ワーコレの社会化を目指し、ワーコレ法学習会やワーコレを広める活動の企画提案、起業講座の開催や講師派

遣などを行います。 
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Ⅴ．経営計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会費収入と会費制度について見直しをしています。理事手当についても、見直しています。 

 １）会費収入    

 ・ 会費規定を整え、賛助会費の根拠について 1 拠点一口 10,000 円としました。 

 

 ２）事業収入 

 ・ 物価高の影響により、事業収入金額としては増えたように見えていますが、原価がかかる自主事業と

しては経営を圧迫する状況が続いています。 

  

３）会計 

   ・ 検討はしましたが、消費税の免税事業者であるため、今期はインボイス制度を導入しませんでした。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会費収入と会費制度について見直しを行います。理事手当や活動費について規約を整えます。 

 １）会費収入    

  ①新規設立により会費収入を高めます。 

  ②既存事業所の事業拡大と健全経営を支援することで分配率を高め会費収入を高めます。  

 ２）事業収入 

  ・共同購買事業と福祉事業を連合会事業と位置付けます。 

  ・共同購買事業への結集を高めることで事業収入を高めます。 

  ・多様な福祉サービス事業への展開を図り事業収入を高めます。 

  ・連合会の連携協働事業での収入を見込んでいきます。  

３）会計 

  ・インボイス制度を導入します。 
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    【第 6 次中期計画案】（2026年～2028年）     

 
 

Ⅰ．目指したい方向性 

 

第６次中期計画（2026 年度～2028 年度の 3 年間）に於いて、 

「仕事に暮らしを合わせるのではなく、暮らしの中に仕事を取り戻す働き方」を合言葉に下記の項

目で取り組みます。 

１） 社会ニーズをとらえ、地域に必要な事業を興し、協同組合の街づくりに繋げます。 

２） 内実を高め持続可能な経済的事業力と組織力の強化を図り W.Co の社会化を推進します。 

３） 広報政策を戦略的に展開し、W.Co の社会化を後押しします。 

４） 生活クラブ千葉グループおよび WNJ・協同組合陣営との連帯を積極的に進めます。 

５） 提案力を高めて行政や地縁組織、民間企業、NPO 等との協働・連携を進めます。  

６） 働く人の協同組合として、働く人の労働力が適正に評価される仕組みづくりを進めます。 

７） 経営資源であるヒト・モノ・カネの循環を促進し、事業連携を図りながら、競争力を高めてワ

ーコレの持続可能性を追求します。 

 

 

 

Ⅱ．事業計画 

 

１）社会ニーズをとらえ、地域に必要な事業を興し、協同組合の街づくりに繋げます。 

   

１．「仕事に暮らしを合わせるのではなく、暮らしの中に仕事を取り戻す働き方」で、地域に主体的な働く

場を創出し、共生型社会・地域参画型社会に寄与して社会連帯経済のモデル事業にします。 

 

２．次世代に魅力ある働き方（働く場）となるように、虹の街組合員との対話・交流の場を設け W.Co を知

ってもらう活動を展開してワーコレを広める活動に繋げます。 

 

３．地域に働く場と社会参加の場を創出し、持続可能で活力ある地域社会の実現に資するよう、新たな

複合サービスの創設も視野に地域資源の循環型共生社会モデルを作って、協同組合の街づくりを推進

します。 
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２）W.Coの内実を高め、持続可能な経済的事業力と組織力の強化を図り、W.Coの社会化を

推進します。 

 

１． 専門性を持たせた事業力を強化します。 

 

食部会 

① 「いのちをつなぐおいしい食事」「作り手確かな安心食材」「これからもずっと伝えたい味」などのフレー

ズで W.Co の食事業所への信頼を高め、地域で働く W.Co の価値をアピールし、食を通して W.Co が社

会と繋がっていく活動をします。 

② 競争力を高めて安定的・継続的に事業を推進していく為に、共同購買事業（スピリッツ）の千葉の特別

発注品を開発し、県内外での流通について考えていきます。 

③ 食の安全を守り、食の自治・地域の中で一人一人の暮らしに合わせた食の提供に努めます。また地

域と繋がって働く W.Co の良さを再認識し、見守り配食サービスや食のある居場所等、食と地域福祉の

有機的な連携、新たな展開について考えます。 

 

受託部会 

① ワーカーズと組合員との相互理解をもっとすすめる。 

② 労働者協同組合法や協同労働の意味を広めていきます。 

③  受託の仕事の労域を広げます。 

 

福祉部会 

① 地域住民も含む関係機関にワーコレの街づくり関心を広く持ってもらうために食のある居場所からの

地域のたすけあいささえあいに関する講座や研修会を開催する。 

② 食のある居場所（ワーコレのこども食堂）や食を介した生活支援サービス事業の取り組み事例を協

同組合陣営のみならず市町村社協等に紹介する。 

③ たすけあい事業所、居場所事業所を参加対象に、生活支援や相談援助の専門職であるソーシャル

ワーカー等と地域課題解決型のワークショップや講座を企画し開催する。 

 

 

２．「地域社会への関与」をエリア活動から発信し、W.Co運動の社会化を推進します。 

 

東葛エリア 

① エリアの事業所と「こども食堂」を継続開催し、松戸・柏ブロック内の組合員への W.Co のアピールに

繋げます。 

② エリアの事業所や生活クラブグループ団体との相互交流を進めます。学習会や見学会、リアル会議
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を開催し、会員同士の交流や情報交換、知識の向上を図ります。 

③ （仮称）地域カフェ（ワーコレカフェから名称変更予定）を開催し、W.Co の働き方を紹介・説明して人

材募集につなげます。 

 

京葉エリア 

① はたらこカフェを開催し、組合員にワーコレの働き方を知ってもらいます。 

② 年 2 回ぽっぽの市に参加し地域の方と触れ合いワーコレを紹介します。 

③ 受託事業に於ける協同労働の働き方を確認し推進します 

④ 京葉エリアで、たすけあい団体が立ち上がるよう福祉部会と情報を共有し、検討を進めます。 

 

下総エリア 

① 居場所づくり、子ども食堂、配送、デポーなどの活動から、組合員をはじめ地域にワーコレの働き方

への共感を広げます。 

② 防災意識を高め、「3.11 を忘れない」を合言葉に、もしもの時に W.Co が拠点となれるよう防災イベント

を開催し情報を発信し続ける活動を進めます。 

 

 

３．業種を超えて連携することで、多様な可能性を追求した事業へ発展します。 
 

  社会の変化、ニーズの多様性を踏まえ、業種を超えた複合的サービスの創設を視野に W.Co の持続可

能性を支援します。 

 

 

４．共同購買事業、福祉事業を連合会事業として位置づけ、コーディネート機能をもって W.Co

事業所をバックアップし、連合会と事業所の事業高伸長へと繫げます。 
 

ⅰ) 共同購買事業部 

・ 食事業所の存在意義と価値を発信できるよう広報戦力を駆使し、またシステムを検討して事業所

と連合会の事業高伸長に繋がるよう努めます。 

・ 共同購買の運動性や優位性をひろめ、利用事業所の拡大、利用促進活動を行います。 

・ 食の共同事業会議に参加し、情報を共有します。 

 

ⅱ) 福祉事業部 

・ エッコロ受託事業を統括します。 

・ 生活支援サポート協議会に参加し、千葉グループの連携事業を模索します。 
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・ 連合会託児システムは、利用団体とケア団体の直接契約を基本において継続します。 

・ ユニバーサル就労の推進窓口を担います。 

・ ワーコレ共済を推進します。 

 

 

 

３）広報政策を戦略的に捉えて展開し、W.Coの社会化を後押しします。 
 

１．連合会機関紙わくわ～くの発行やコルザでの W.Co 紹介を通じて組合員に広くワーコレ知ってもらえる

よう努めます 

２． 広報チラシの作成やガイドブックの作成を通じて W.Co の持続可能性を支援します 

３． HP や SNS での情報配信を通じて、W.Co 運動を配信します 

 

 

 

４） 生活クラブ千葉グループ、WNJ、協同組合陣営との連携を進めます。 
 

１．生活クラブ千葉グループとの連携を進めます。 

     千葉クループ協議会、地域グループ協議会、つながる経済ちばに参加します。  

 

２． ＷＮＪの 1 号会員として、W.Co 運動の推進と社会課題の解決に取り組みます。 

 全国大会、各種委員会（配送受託会議・食ワーカーズ連携連絡会・福祉事業会議）に参加します。   

 

３． 協同組合陣営との連携を深め、相互研修や、活動交流に参加していきます。 

 

４． 被災地の復興支援に向けて取り組みます。 

 

 

 

５）提案力を高めて行政や地縁組織、民間企業、NPO等とも協働・連携を進めます。 
 

１．生活クラブ生協千葉や協同組合陣営（WNJ、関東事業団（労協）他）との連携を深め、意見交換をし

ながら提案力を高めて行政への提言を行い労働者協同組合を推進します。 

 

２．行政との協働事業や補助金事業も視野に、情報の収集と組織の基盤整備を進めます。 

 

コメントの追加 [惠北1]: 削除 
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３．持続可能な地域社会の実現に向けて、民間企業、NPO 等との連携を模索します。 

 

 

６）働く人の協同組合として労働が適正に評価される仕組みづくりに取り組みます。 
 

１．労働力を適正に評価する仕組みづくりを学びます。 

 

２．W.Co の働き方の優位性や特異性が実感できる研修や交流会、販売会を開催し、社会的連帯経済

の担い手としての W.Co と、社会を変える力となることを総合的にアピールします。 

 

３．「共に働く」を考えていきます。 

 

 

 

７）経営資源であるヒト・モノ・カネの循環を促進し、事業連携を図りながら、競争力を高

めてワーコレの持続可能性を追求します。 
 

１． W.Co の価値や社会的有用性を広く知らせ働き方への理解と共感を広げるため、W.Co の人・モノ・カ

ネの資源循環の仕組みづくりを行います。 

 

２． W.Co への信頼と協力を獲得し、多様な経済主体との連携を深めて、持続可能な経済活動を推進し

協同組合の街づくりに繋げます。 

 

 

 

 

Ⅲ．組織運営 

 

１） 理事会体制を維持します。 

・ 組織運営の柱に専門部会とエリアを置きます。 

・ エリアを東葛・京葉・下総の 3 つに分けて、ワーコレの社会化とワーコレ運動の推進を活動の基本に

置きます。 

・ 専門部会は、食部、受託部、福祉部会、広報部会、設立推進部会、運動推進部会とします。 

・ 広報部会の中にわくわ～く編集会議を置きます。ガイドブックやＨＰのリニュアル、各種リーフレットを
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作成します。 

 

２） 2027 年役員の改選期にあたるため、2026 年に理事・役員体制について、検討していきます。 

 

3） リーダー層や理事に向けても研修を企画実施します。 

 

 

Ⅳ．事務局計画 
 

事務局体制の拡充を図ります。 

１） 事務局体制を拡充し連合会の中間支援機能を高めていきます。 

 

２） 共同購買事業の業務を遂行します。 

 

３）福祉事業（エッコロ・共済・託児）の業務を遂行します。 

 

 

 

 

Ⅴ．経営計画 

 

１）会費収入    

  ①新規設立により会費収入を高めます。 

  ②既存事業所の事業拡大と健全経営を支援することで分配率を高め会費収入を高めます。  

  

２）事業収入 

  ・ 共同購買事業と福祉事業を連合会事業と位置付けます。 

   ・ 共同購買事業への結集を高めることで事業収入を高めます。 

   ・ 多様な福祉サービス事業への展開を図り事業収入を高めます。 

   ・ 連合会の連携協働事業での収入を見込んでいきます。  

 

３）会計 

・ NPO 法人の会計基準を遵守します。 

 

 



 

第４号議案 

第４号議案‐1 

 

       ２０２６年度事業計画案     
 

 

 

Ⅰ．目指したい方向性 

 
第６次中期計画（2026年度～2028年度）の 1年目、「仕事に暮らしを合わせるのではなく、暮らし

の中に仕事を取り戻す働き方」を合言葉に、下記の項目で取り組みます。 

１） 社会ニーズをとらえ、地域に必要な事業を興し、協同組合の街づくりに繋げます。 

２） 内実を高め持続可能な経済的事業力と組織力の強化を図り W.Coの社会化を推進します。 

３） 広報政策を戦略的に展開し、W.Coの社会化を後押しします。 

４） 生活クラブ千葉グループおよび WNJ・協同組合陣営との連帯を積極的に進めます。 

５） 提案力を高めて行政や地縁組織、民間企業、NPO等との協働・連携を進めます。  

６） 働く人の協同組合として、働く人の労働力が適正に評価される仕組みづくりを進めます。 

７） 経営資源であるヒト・モノ・カネの循環を促進し、事業連携を図りながら、競争力を高めてワー 

コレの持続可能性を追求します。 

 

 

 

 

Ⅱ．事業計画 

 

１）社会ニーズをとらえ、地域に必要な事業を興し、協同組合の街づくりに繋げます。 

 

【設立推進・運動推進計画】 

１．「仕事に暮らしを合わせるのではなく、暮らしの中に仕事を取り戻す働き方」で、持続可能で活力ある地域

社会の実現に資するよう社会的連帯経済の推進に務めます。 

２．エリアが企画する W.Co の働き方を知ってもらう活動や、福祉部会の講座や交流会企画と連動し、W.Co

を知ってもらう機会にとらえて、ワーコレを広める活動に繋げます。 

３．事業所またはワーカーズが関与する地域に働く場と社会参加の場を創出する活動（例：柏市の出前講座、

食支援のプラットフォームづくり等）についても、活動状況を共有し、連携しながら地域資源の循環型共生

社会モデルに繋げていきます。 

 

 

２）W.Coの内実を高め、持続可能な経済的事業力と組織力の強化を図り、W.Coの社会化を

推進します。 

【事業推進計画】 



 

第４号議案 

第４号議案‐2 

 

１．専門性を持たせた事業力を強化します。 

 

食部会 

① W.Coの食をアピールするチラシを発行します。 

② 料理講習会を開催し、組合員の参加も募ります。 

③ 地域の祭り等にも参加して W.Coの認知を広げます。 

④ 虹の街５０周年記念の惣菜を開発し、イベントやデポーで販売していきます。 

⑤ 食のある居場所、見守り配食サービス、セントラルキッチンなど、食事業の継続と新たな展開の可能

性を見据えて仕組みづくりを検討します。 

 

受託部会 

①  W.Coが、働く場の選択肢に加わるように、W.Coの働き方の優位性を示しながら、労働者協同組合法

と協同労働を伝えていきます。 

②  各事業所が、ワーカーズで働く意義や価値を伝え共有するために、新人研修やリーダーの育成など

協力します。人材を確保し持続可能な運営を続けるために、情報共有と意見交換を進めます。 

③ 2026年 5月から 7月に飯能 DC見学が可能であれば実施する予定です。 

④ パトナーシップ政策提案について学習します。 

 

福祉部会 

① 部会では、生活支援事業だけでなくこども食堂についても課題を共有し情報交換を行います 

② 食のある居場所を見学します 

③ 食でつながる支えあいたすけあい講座を佐倉で開催します。開催にあたっては、地域のソーシャルワ

ーカーや生活クラブのグループ団体にも参加を呼びかけ、ネットワークを広げながら地域課題の把握

と事業の拡充に努めます。 

④ たすけあい講座や居場所交流会は、エリアや設立推進部会と協力し、人材の発掘や立ち上げ支援に

繋げていきます。 

 

 

２．「地域社会への関与」をエリア活動から発信し、W.Co運動の社会化を推進します。 
 

東葛エリア 

① ブロックや組合員の協力と理解を得ながら「W.Coこども食堂」（仮称）を継続します。 

②  エリア内の事業所の訪問を実施し、訪問事業所の働き方や事業紹介、会員同士の情報交換、交

流を深めます。 

③ （仮称）地域カフェを実施し、W.Coの働き方を紹介し、人材募集の機会にします。 

 



 

第４号議案 

第４号議案‐3 

 

京葉エリア 

① はたらこカフェを開催し、組合員にワーコレの働き方を知ってもらいます。 

② ４月、１１月にぽっぽの市に参加し、地域の方にワーコレの働き方を紹介・説明し、広くワーコレの働き

方を理解してもらいます。 

③ はたらこカフェ、ぽっぽの市でたすけ合い団体に興味をもった方を連合会につなげていきます。 

④ エリア会議で、協同労働の働き方を確認し合います。 

 

下総エリア 

① 年に 2回イベントを開催して、それぞれの職種を生かした連携を深めます。 

② 日々の活動を積み重ねてワーコレの働き方への共感が広がるように努めます。また自分たちができる活動

として、地域や自治会の行事に参加していきます。 

③ 防災イベントを継続します。 

W.Co の事業所や生産者から防災食に関するレシピやアイデアを募り、防災イベントへの興味や関心を広

げていきます。 

 

 

３．業種を超えて連携することで、多様な可能性を追求した事業へ発展します。 

 

 ・ 社会の変化、ニーズの多様性を踏まえ、業種やエリアを超えた多様なサービスの創設を視野に W.Co

の継続性を追求し支援します。 

 

 

４．共同購買事業、福祉事業を連合会事業として位置づけ、コーディネート機能をもって W.Co 事業

所をバックアップし、連合会と事業所の事業高伸長へと繫げます。 

 

ⅰ) 共同購買事業部 

・ 食事業所の存在意義と価値を発信できるよう広報戦力を駆使し、またシステムを検討して事業所と

連合会の事業高伸長に繋がるよう努めます。 

・ 共同購買の運動性や優位性をひろめ、利用事業所の拡大、利用促進活動を行います。 

・ 食の共同事業会議に参加し、情報共有します。 

ⅱ) 福祉事業部 

・ エッコロ受託事業を統括します。 

・ 生活支援サポート協議会に参加し、千葉グループの連携事業を模索します。 

・ 連合会託児システムは、利用団体とケア団体の直接契約を基本とし、継続します。 



 

第４号議案 

第４号議案‐4 

 

・ ユニバーサル就労の推進窓口を担います。 

・ ワーコレ共済を推進します。 

 

 

 

３）広報政策を戦略的に捉えて展開し、W.Coの社会化を後押しします。 

 

１．１２６号では、W.Coの食を特集します。コルザ（１１月発行予定）でも W.Coの食を１面で紹介します。 

２．食部会と協力して、虹の街５０周年のイベント行事に間に合うように「いのちをつなぐおいしい食事」

「作り手確かな安心食材」「これからもずっと伝えたい味」などのフレーズと「メッシーちゃん」のイラスト

で食の W.Coをアピールできるリーフレットを作成します。 

３．東葛・京葉・下総エリアのイベントや福祉部会の講座の様子など随時 HPで紹介していきます。 

４．２０２８年秋のガイドブック発行を目指して、準備を進めます。 

 

 

 

４）生活クラブ千葉グループ、WNJ、協同組合陣営との連携を進めます。 

 

１．生活クラブ千葉グループとの連携を進めます。 

   ・ 千葉クループ協議会、地域グループ協議会、つながる経済ちばに参加します。  

２． ＷＮＪの 1号会員として、W.Co運動の推進と社会課題の解決に取り組みます。 

・ 全国大会、各種委員会（配送受託会議・食ワーカーズ連携連絡会・福祉事業会議）に参加します。   

３． 協同組合陣営との連携を深め、相互研修や、活動交流に参加していきます。 

４． 被災地の復興支援に向けて取り組みます。 

 

 

 

５）提案力を高めて行政や地縁組織、民間企業、NPO等とも協働・連携を進めます。 

 

１．生活クラブ生協千葉や WNJ、協同労働ネットワーク千葉、関東事業団（労協）との連携を深め、意見交

換をしながら提案力を高めて行政への提言を行い千葉県域での法制化を推進します。 

２．行政との協働事業や補助金事業も視野に、情報の収集と組織の基盤の整備（HP・規約）を進めます。 

３．持続可能な地域社会の実現に向けて、民間企業、NPO等との事業連携を検討します。 

 

コメントの追加 [惠北1]: 削除 



 

第４号議案 

第４号議案‐5 

 

６）働く人の協同組合として労働が適正に評価される仕組みづくりに取り組みます。 
 

１．労働力を適正に評価する仕組みづくりを学びます。 

２．W.Coの働き方の優位性や特異性が実感できる研修や交流会、販売会を開催し、社会的連帯経済の

担い手としての W.Co と、社会を変える力となることを総合的にアピールします。 

３．「共に働く」を考えていきます 

 

 

 

７）経営資源であるヒト・モノ・カネの循環を促進し、事業連携を図りながら、競争力を高

めてワーコレの持続可能性を追求します。 
 

１． 東葛の（仮称）W.Co こども食堂、京葉のはたらこカフェ、下総の防災イベント等の実施を通じて、W.Co

の価値や社会的有用性、地域社会への関与等への理解と共感を広げていきます。 

２． 福祉部会では、食のある居場所や生活支援サービスが立ち上げを目指して、今年度佐倉市で食でつ

ながる地域のささえあいたすけあい講座の実施を計画しています。実施にあたっては、エリアや食部

会の協力体制が必須で、総合力で確実な成果を上げていくことが次に繋がります。連合会が一丸とな

って取り組み、成功体験を積み上げてワーコレの持続可能性を追及します。 

３． WNJ の食事業所の連携連絡会議で協議されている、セントラルキッチン構想の千葉版を検討し、半調

理品の開発や物流システムの開発を進めて各事業所の競争力を高め、持続可能性を追求します。 

４． 一つ一つの活動を通じて、W.Co への信頼と協力を獲得し、多様な経済主体との連携を深めて、持続

可能な経済活動を推進し協同組合の街づくりに繋げます。 

 

 

 

 

Ⅲ．組織運営 
 

１） 2025年度に引き続き、全事業所から理事を選出し、理事会体制を維持します。 

・ 組織運営の柱に専門部会とエリアを置きます。 

・ エリアを東葛・京葉・下総の 3つに分け、「地域社会への関与」をエリアから発信し、W.Co運動の社

会化を推進します。 

・ 専門部会は、食部、受託部、福祉部会、広報部会、設立推進部会、運動推進部会とします 

・ 広報部会の中にわくわ～く編集会議を置きます。ガイドブックやＨＰのリニュアル、各種リーフレットを 

作成します。 



 

第４号議案 

第４号議案‐6 

 

２） 任期満了（2026年度総会）まで、役員体制を理事長１名 副理事長１名を維持します。 

３） 新人やリーダー層に向けてワーコレ研修を企画実施します。 

 

 

 

 

Ⅳ．事務局計画 
 

事務局体制の拡充を図ります。 

１）事務局体制を拡充し連合会の中間支援機能を高めていきます。 

 

２）共同購買事業の業務を遂行します。 

 

３）福祉事業（エッコロ・共済・託児）の業務を遂行します。 

 

 

 

 

 

Ⅴ．経営計画 
 

１）会費収入    

  ・ 新規設立により会費収入を高めます。 

  ・ 既存事業所の事業拡大と健全経営を支援することで分配率を高め会費収入を高めます。  

  

２）事業収入 

  ・ 共同購買事業と福祉事業を連合会事業と位置付けます。 

  ・ 共同購買事業への結集を高めることで事業収入を高めます。 

  ・ 多様な福祉サービス事業への展開を図り事業収入を高めます。 

  ・ 連合会の連携協働事業での収入を見込んでいきます。  

 

３）会計 

 ・ NPO法人の会計基準を遵守します。 

 



第4号議案

2026年度予算案

2026年度予算 備考

正会員会費 4,040,000

賛助会員会費 660,000

合計 4,700,000

共同購買事業 3,060,000

活動推進事業 連携事業 30,000 コーディネート事業・講師料・売り上げ他

設立推進事業 6,000 起業講座 、各種学習会 

福祉事業 180,000 エッコロ管理費・研修費

教育研修事業 4,000 ガイドブック/全国大会報告書売上等

3,280,000

7,980,000

事業人件費 700,000 理事11名、WNJ部会2名活動費(理事以外の場合）、交通費

配送料 1,500,000 配送委託費

事務委託費 720,000
共同購買事業委託費（システム・発注・事故対応）60000/月　食の共同

事業会議

その他 24,000 郵送料・振込手数料

合計 2,244,000

連携事業 30,000 会場費・備品購入・広告宣伝費・保険料等

エリア活動費 90,000 東葛・京葉・下総　　３万×3

部会活動費 130,000 食・受託・福祉3万円×３、　運動・企画　2万×２

対外活動費 250,000
虹の街50周年・交流会参加費３５００円×２×14団体・被災地支

援交通費補助

合計 500,000

設立推進事業　 講座事業経費 20,000 新規事業立ち上げ支援費

福祉事業費 エッコロ 10,000 コーディネーター会議・交通費 

教育研修事業 40,000 SNS、食部、福祉等、研修会学習会の講師謝金補填

広報 300,000 広報印刷費・編集委員活動費、交通費、機関紙送料

3,814,000

人件費 役員報酬 1,020,000 理事長月5万円　副理事長月3万円　

事務委託費 2,160,000 18万円×12ヶ月（通勤交通費含む）

賃借料 250,000

通信費 140,000

事務用品費 125,000 事務文具　備品PC関係

総会費用 30,000 議案書費用、会場費他

関係団体負担金 150,000
ＷＮＪ、NPOクラブ、アーシアン、市民セクター、せっけんの

街、JFSA、ユニバーサル就労ネットワーク千葉、千葉グループ連

法定福利費 107,000 社会保険料

会議費 25,000 資料印刷代、会場費、ZOOM,google使用料金

教育文化費 24,000 WNJ報告書等、冊子購入

福利厚生費 15,000 慶弔費

支払手数料 15,000 振込手数料

交際費 35,000 お祝い

租税公課 70,000 市県民税

4,166,000

7,980,000 7,980,000

0

受取利息

0

532,408

第4号‐7

収入合計

　　科目　　　　　　　

会

費

収

入

事

業

収

入

合計

事

業

経

費

共同購買事業

活動推進事業

合計

管

理

費
諸経費

管理費合計

経費合計

2026年度単年度収支

当期純損益金額

前年度繰越金


